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(57)【要約】
　本発明は鎖延長剤組成物を提供する。これらの組成物は、（ｉ）脂肪族二級ジアミンと
、（ｉｉ）（ａ）脂環式一級ジアミン；（ｂ）脂肪族二級ジアミン；（ｃ）脂肪族二級ジ
アミンおよび脂肪族一級ジアミン；（ｄ）脂肪族ジイミン；および（ｅ）（ａ）から（ｄ
）の任意の２つ以上の組み合わせ物からなる群から選択される成分を含んでなり、但し（
ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである鎖延長剤組成
物を含んでなる。ポリウレタン、ポリウレア、およびポリウレア・ウレタンを製造するた
めの方法も提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ｉ）脂肪族二級ジアミンと、
（ｉｉ）（ａ）脂環式一級ジアミン；
（ｂ）脂肪族二級ジアミン；
（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；
（ｄ）脂肪族ジイミン；および
（ｅ）（ａ）から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
からなる群から選択される成分
を含んでなり、
但し（ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである鎖延長
剤組成物。
【請求項２】
　（ｉ）が
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記脂肪族二級ジアミンがＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６
－ジアミノヘキサンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　（ｉｉ）が
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する
脂環式一級ジアミンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記脂環式一級ジアミンがイソホロンジアミンである、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　（ｉ）がＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサ
ンであり、ならびに（ｉｉ）がイソホロンジアミンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　（ｉｉ）が脂肪族二級ジアミンであり、ならびに前記脂肪族二級ジアミンの少なくとも
１つが
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　（ｉｉ）が脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミンである、請求項１に記載の組
成物。
【請求項９】
　前記脂肪族二級ジアミンの少なくとも１つが
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記脂肪族一級ジアミンが
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ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
脂肪族一級ジアミンは約６から約２０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する非環状脂肪族一級ジアミンである、請求項８に記載の組
成物。
【請求項１１】
　前記脂肪族一級ジアミンが
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する脂環式一級ジアミンである、請求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
　（ｉｉ）が脂肪族ジイミンであり、ならびに前記脂肪族ジイミンのイミノヒドロカルビ
リデン基が
分岐鎖アルキリデン基であること；
３から約６個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　（Ａ）少なくとも１つ脂肪族ポリイソシアネート、（Ｂ）少なくとも１つポリオールお
よび／または少なくとも１つポリエーテルアミン、および
（ｉ）脂肪族二級ジアミンと、
（ｉｉ）（ａ）脂環式一級ジアミン；
（ｂ）脂肪族二級ジアミン；
（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；
（ｄ）脂肪族ジイミン；および
（ｅ）（ａ）から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
からなる群から選択される成分
を含んでなり、
但し（ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである（Ｃ）
鎖延長剤を一緒に混合することを含んでなる、ポリマーを製造する方法。
【請求項１４】
　前記ポリイソシアネートがイソホロンジイソシアネートである、請求項１３に記載の方
法。
【請求項１５】
　（Ｂ）が少なくとも１つポリエーテルアミンである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ポリイソシアネートがイソホロンジイソシアネートであり、ならびに（Ｂ）が少な
くとも１つのポリエーテルアミンである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　（ｉ）が
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　（ｉｉ）が
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する
脂環式一級ジアミンである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　（ｉ）がＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサ
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ンであり、ならびに（ｉｉ）がイソホロンジアミンである、請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　（ｉ）が
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有し、ならびに（ｉｉ）が
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する
脂環式一級ジアミンである、請求項１３に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ポリイソシアネートがイソホロンジイソシアネートであり、ならびに（Ｂ）が少な
くとも１つのポリエーテルアミンである、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　擬プレポリマーがこの工程時に形成される、請求項１３に記載の方法。
【請求項２３】
　プレポリマーがこの工程時に形成される、請求項１３に記載の方法。
【請求項２４】
　（Ａ）少なくとも１つ脂肪族ポリイソシアネート、（Ｂ）少なくとも１つポリオールお
よび／または少なくとも１つポリエーテルアミン、および
（ｉ）脂肪族二級ジアミンと、
（ｉｉ）（ａ）脂環式一級ジアミン；
（ｂ）脂肪族二級ジアミン；
（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；
（ｄ）脂肪族ジイミン；および
（ｅ）（ａ）から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
からなる群から選択される成分
からなり、
但し（ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである（Ｃ）
鎖延長剤を含んでなる成分から形成されるポリマー。
【請求項２５】
　前記ポリイソシアネートがイソホロンジイソシアネートである、請求項２４に記載のポ
リマー。
【請求項２６】
　（Ｂ）が少なくとも１つポリエーテルアミンである、請求項２４に記載のポリマー。
【請求項２７】
　前記ポリイソシアネートがイソホロンジイソシアネートであり、ならびに（Ｂ）が少な
くとも１つのポリエーテルアミンである、請求項２４に記載のポリマー。
【請求項２８】
　（ｉ）が
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項２４に記載のポリマー。
【請求項２９】
　（ｉｉ）が
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する、
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脂環式一級ジアミンである、請求項２４に記載のポリマー。
【請求項３０】
　（ｉ）がＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサ
ンであり、ならびに（ｉｉ）がイソホロンジアミンである、請求項２４に記載のポリマー
。
【請求項３１】
　（ｉ）が
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有し、ならびに（ｉｉ）が
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する脂環式一級ジアミンである、請求項２４に記載のポリマ
ー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脂肪族ジアミンを使用して、ポリウレタン、ポリウレア、およびポリウレア
・ウレタンを形成することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリウレタン、ポリウレア、およびポリウレタン－ウレアポリマーの製造における鎖延
長剤として、ならびに／もしくはエポキシ樹脂用の硬化剤として有用性が示されている、
ジオールおよび芳香族ジアミンを含む多くの多官能性化合物が存在する。これらの化合物
はいずれも広く理想的であるような反応性を有せず、多くはこれらの使用により製造され
る製品で満足な性質をもたらすことができない。このように、鎖延長剤またはキュア剤と
して機能する能力のある化合物を見出す必要性がなお存在する。（特許文献１）は、ポリ
ウレタンおよびポリウレアの製造においてしかるべきＮ，Ｎ'－ジアルキルフェニレンジ
アミンを鎖延長剤として使用することを教示している。この関連において、例えば樹脂結
合剤の一部として二級脂肪族ジアミンを使用することを教示する（特許文献２）、および
ポリウレタン用の硬化剤として芳香族ジアミンを使用することを開示している（特許文献
３）も参照のこと。二級芳香族ジアミンもゴム用の分解防止剤として使用されたことがあ
る；（特許文献４）を参照のこと。
【０００３】
【特許文献１】米国特許第４，８０６，６１６号
【特許文献２】米国特許第４，５２８，３６３号
【特許文献３】米国特許第６，２１８，４８０Ｂｌ号
【特許文献４】米国特許第４，９００，８６８号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　キュア速度を低下させた鎖延長剤に対する必要性が増大しており、したがって脂肪族ジ
アミンが現時点で入手し得る鎖延長剤のそれよりも遅いキュア速度を呈するならば、更な
る利点となる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、脂肪族二級ジアミンと１つ以上の他の成分の混合物である、鎖延長剤を一部
提供する。これらの混合物は、ポリウレタン、ポリウレア、およびポリウレア・ウレタン
用の配合物中に含まれる場合には、望ましい物理的性質を有するこのようなポリマーを所
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望のキュア速度で生成する。
【０００６】
　本発明の一つの態様は鎖延長剤組成物を提供する。この組成物は（ｉ）脂肪族二級ジア
ミンと（ｉｉ）もう一つの成分を含んでなる。この成分は、
（ａ）脂環式一級ジアミン；
（ｂ）脂肪族二級ジアミン；
（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；
（ｄ）脂肪族ジイミン；および
（ｅ）（ａ）から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
からなる群から選択され、
但し（ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである。
【０００７】
　本発明のもう一つの態様は、ポリウレタン、ポリウレアまたはポリウレア・ウレタンで
あるポリマーを製造するための方法である。この方法は、（Ａ）少なくとも１つ脂肪族ポ
リイソシアネート、（Ｂ）少なくとも１つポリオールおよび／または少なくとも１つポリ
エーテルアミン、および（Ｃ）（ｉ）脂肪族二級ジアミンと（ｉｉ）もう一つの成分から
なる鎖延長剤を一緒に混合することを含んでなる。この成分は、
（ａ）脂環式一級ジアミン；
（ｂ）脂肪族二級ジアミン；
（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；
（ｄ）脂肪族ジイミン；および
（ｅ）（ａ）から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
からなる群から選択され、
但し（ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである。
【０００８】
　本発明の更にもう一つの態様は、（Ａ）少なくとも１つ脂肪族ポリイソシアネート、（
Ｂ）少なくとも１つポリオールおよび／または少なくとも１つポリエーテルアミン、およ
び（Ｃ）（ｉ）脂肪族二級ジアミンと（ｉｉ）もう一つの成分からなる鎖延長剤を含んで
なる成分から形成され、ポリウレタン、ポリウレアまたはポリウレア・ウレタンであるポ
リマーである。この成分は、
（ａ）脂環式一級ジアミン；
（ｂ）脂肪族二級ジアミン；
（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；
（ｄ）脂肪族ジイミン；および
（ｅ）（ａ）から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
からなる群から選択され、
但し（ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである。
【０００９】
　本発明のこれらおよび他の態様および特徴は、後続の説明と添付の特許請求の範囲から
更に明白になるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
本発明の鎖延長剤組成物
　本発明の鎖延長剤組成物は、脂肪族二級ジアミンと、（ａ）少なくとも１つ脂環式一級
ジアミン（この場合には、（ｉ）の前記脂肪族二級ジアミンは非環状ジアミンである）；
（ｂ）少なくとも１つ脂肪族二級ジアミン；（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級
ジアミン；および（ｄ）脂肪族ジイミンから選択される１つ以上の他の成分から構成され
る。脂肪族二級ジアミンと共に使用するのに好ましい成分は、脂環式一級ジアミンである
。この成分は、鎖延長剤組成物中に種々の比率で存在することができ；好ましい比は（ｉ
ｉ）からの成分のタイプにより変わる。
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【００１１】
Ｉ．成分（ｉ）
　脂肪族二級ジアミンは、本発明の鎖延長剤組成物の成分（ｉ）である。この脂肪族二級
ジアミンは、ジアミンのヒドロカルビル部分が脂肪族であるヒドロカルビル二級ジアミン
であり、ここで「ヒドロカルビル部分」はアミノ基が結合されている部分を指す。この脂
肪族ジアミンのヒドロカルビル部分は、環状、分岐鎖、好ましくは直鎖であることができ
る。この脂肪族二級ジアミンのアミノヒドロカルビル基は、環状、分岐鎖、好ましくは直
鎖であることができる。好ましくは、このアミノヒドロカルビル基は、３から約１２個の
炭素原子を有する直鎖、更に好ましくは分岐鎖アルキル基である。好適なアミノヒドロカ
ルビル基の例は、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔ－
ブチル、ペンチル、シクロペンチル、ヘキシル、メチルシクロヘキシル、ヘプチル、オク
チル、シクロオクチル、ノニル、デシル、およびドデシルなどを含む。好ましくは、この
脂肪族二級ジアミンは約８から約４０個の炭素原子を有し；更に好ましくは、この脂肪族
二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有する。特に好ましい脂肪族二級ジアミ
ンは環状もしくは直鎖のヒドロカルビル部分を有し、約１２から約２５個の炭素原子を有
する。
【００１２】
　本発明で使用可能な脂肪族二級ジアミンは、限定ではないが、Ｎ，Ｎ'－ジイソプロピ
ルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ'－ジ－ｓｅｃ－ブチル－１，２－ジアミノプロパン、Ｎ，
Ｎ'－ジ（２－ブテニル）－１、３－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ'－ジ（ｌ－シクロプロピ
ルエチル）－１，５－ジアミノペンタン、Ｎ，Ｎ'－ジ（３，３－ジメチル－２－ブチル
）－ｌ、５－ジアミノ－２－メチルペンタン、Ｎ，Ｎ'－ジ－ｓｅｃ－ブチル－１，６－
ジアミノヘキサン、Ｎ，Ｎ'－ジ（３－ペンチル）－２，５－ジメチル－２，５－ヘキサ
ンジアミン、Ｎ，Ｎ'－ジ（４－ヘキシル）－１，２－ジアミノシクロヘキサン、Ｎ，Ｎ'
－ジシクロヘキシル－１，３－ジアミノシクロヘキサン、Ｎ，Ｎ'－ジ（ｌ－シクロブチ
ルエチル）－１，４－ジアミノシクロヘキサン、Ｎ，Ｎ'－ジ（２，４－ジメチル－３－
ペンチル）－１、３－シクロヘキサンビスｕ（メチルアミン）、Ｎ，Ｎ'－ジ（ｌ－ペン
テン－３－イル）－１，４－シクロヘキサンビス（メチルアミン）、Ｎ，Ｎ'－ジイソプ
ロピル－１，７－ジアミノヘプタン、Ｎ，Ｎ'－ジ－ｓｅｃ－ブチル－１，８－ジアミノ
オクタン、Ｎ，Ｎ'－ジ（２－ペンチル）－１，１０－ジアミノデカン、Ｎ，Ｎ'－ジ（３
－ヘキシル）－１，１２－ジアミノドデカン、Ｎ，Ｎ'－ジ（３－メチル－２－シクロヘ
キセニル）－１，２－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ'－ジ（２，５－ジメチルシクロペンチ
ル）－１，４－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ'－ジ（イソホリル）－１，５－ジアミノペンタ
ン、Ｎ，Ｎ'－ジ（メンチル）－２，５－ジメチル－２，５－ヘキサンジアミン、Ｎ，Ｎ'
－ジ（ウンデシル）－１，２－ジアミノシクロヘキサン、Ｎ，Ｎ'－ジ－２－（４－メチ
ルペンチル）－イソホロンジアミン、およびＮ，Ｎ'－ジ（５－ノニル）－イソホロンジ
アミンを含む。好ましい脂肪族二級ジアミンはＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－
ブチル）－１，６－ジアミノヘキサンである。
【００１３】
ＩＩ．成分（ｉｉ）
　成分（ｉｉ）は、（ａ）脂環式一級ジアミン；（ｂ）脂肪族二級ジアミン；（ｃ）脂肪
族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；（ｄ）脂肪族ジイミン；および（ｅ）（ａ）
から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物からなる群から選択され、但し（ｉｉ）が（
ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである。このように、種々の組
み合わせでの下位成分（ａ）－（ｄ）の混合物は本発明の範囲内にある。
【００１４】
下位成分（ａ）
　脂環式一級ジアミンは成分（ｉｉ）の下位成分（ａ）である。成分（ｉｉ）が脂環式一
級ジアミンである場合には、成分（ｉ）の脂肪族二級ジアミンは非環状脂肪族二級ジアミ
ンである。非環状脂肪族二級ジアミンは上述のように脂肪族二級ジアミンであり、２つの
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アミノ基は脂環式基にもしくは脂環式基の置換基経由で結合されていない。好ましい非環
状脂肪族二級ジアミンは、Ｎ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－
ジアミノヘキサンである。
【００１５】
　本発明で使用される脂環式一級ジアミンは、２つのアミノ基が脂環式基に結合されてい
るヒドロカルビル一級ジアミンである。この脂環式基は、単一環、融合環、二環または三
環系（三環系は融合環および／または二環を含むことができる）であることができる。単
一環が好ましい。このアミノ基は環に直接に結合されるか、もしくは一方または両方のア
ミノ基は環の置換基である基に結合され得る。このアミノ基の少なくとも１つは、環に結
合されるということが好ましい。好ましくは、この脂環式二級ジアミンは約６から約４０
個の炭素原子を有し；更に好ましくは、この脂肪族二級ジアミンは約１０から約２５個の
炭素原子を有する。鎖延長剤組成物中の脂肪族二級ジアミン：脂環式一級ジアミンの相対
比率は、好ましくは重量基準で約１０：１から約１：１であり；更に好ましくは、重量基
準での相対比率は約５：１から約１：１である。約３：１から約１：１の重量基準での相
対比率がなお更に好ましい。
【００１６】
　本発明の実施で好適な脂環式一級ジアミンは、限定ではないが、１，２－ジアミノシク
ロヘキサン、１，３－ジアミノシクロヘキサン、１，４－ジアミノシクロヘキサン、２，
４－ジエチル－６－メチル－１，３－シクロヘキサンジアミン、４，６－ジエチル－２－
メチル－１，３－シクロヘキサンジアミン、ｌ，３－シクロヘキサンビス（メチルアミン
）、１，４－シクロヘキサンビス（メチルアミン）、イソホロンジアミン、ビス（ｐ－ア
ミノシクロヘキシル）メタン、ビス（３－メチル－４－アミノシクロヘキシル）メタン、
１，８－ジアミノ－ｐ－メンタン、および３（４），８（９）－ビス－（アミノメチル）
－トリシクロ［５．２．１．０（２，６）］デカン（ＴＣＤジアミン；いわゆるオクタヒ
ドロ－４，７－メンタノインデン－ｌ（２），５（６）－ジメタンアミンまたはオクタヒ
ドロ－４，７－メンタノ－ｌＨ－インデンジメチル－アミン）を含む。好ましい脂環式一
級ジアミンはイソホロンジアミンを含む。
【００１７】
　成分（ｉｉ）が脂環式基が単一環を有し、ならびに／もしくはアミノ基の少なくとも１
つが脂環式一級ジアミンの環に直接に結合されている脂環式一級ジアミンである場合には
、好ましい鎖延長剤組成物は、約５：１から約１：１の（ｉ）：（ｉｉ）の重量基準での
相対比率を有する。
【００１８】
下位成分（ｂ）
　脂肪族二級ジアミンは成分（ｉｉ）の下位成分（ｂ）であり、下位成分（ｃ）に対する
好適な脂肪族二級ジアミンと、それに対する優先性は成分（ｉ）について上述した通りで
ある。この脂肪族二級ジアミンは、相互にいかなる好適な比率であることもできる。
（ｉｉ）が脂肪族二級ジアミンである場合には、本発明で好ましい鎖延長剤組成物は、脂
肪族二級ジアミンの一つがＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－
ジアミノヘキサンである組成物である。
【００１９】
下位成分（ｃ）
　脂肪族二級ジアミンと脂肪族一級ジアミンは（ｉｉ）の下位成分（ｃ）である。この脂
肪族二級ジアミンと脂肪族一級ジアミンは、相互にいかなる好適な比率であることもでき
、これらの合体された全量は（ｉ）の芳香族一級ジアミンに対していかなる相対比率であ
ることもできる。好ましくは、（ｉ）の芳香族一級ジアミンに対する合体された全量ｏｆ
脂肪族二級ジアミンと脂肪族一級ジアミンの比率は、約０．５：１から約１：０．５の範
囲にある。
【００２０】
　下位成分（ｃ）に対する好適な脂肪族二級ジアミンと、それに対する優先性は成分（ｉ
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）について上述した通りである。下位成分（ｃ）の脂肪族一級ジアミンが脂環式一級ジア
ミンである場合には、好適な化合物と優先性は下位成分（ａ）について上述した通りであ
る。下位成分（ｃ）の脂肪族一級ジアミンは、非環状脂肪族一級ジアミンである場合には
、分岐鎖、好ましくは直鎖であることができる。好ましくは、この脂肪族一級ジアミンは
約４から約３０個の炭素原子を有し；更に好ましくは、この脂肪族一級ジアミンは約６か
ら約２０個の炭素原子を有する。
【００２１】
　下位成分（ｃ）の一部として使用可能な非環状脂肪族一級ジアミンの例は、限定ではな
いが、エチレンジアミン、１，２－ジアミノプロパン、１，３－ジアミノプロパン、１，
４－ジアミノブタン、１，５－ジアミノペンタン、ｌ，５－ジアミノ－２－メチルペンタ
ン、１，６－ジアミノヘキサン、２，５－ジメチル－２，５－ヘキサンジアミン、１，７
－ジアミノヘプタン、１，８－ジアミノオクタン、１，１０－ジアミノデカン、および１
，１２－ジアミノドデカンを含む。
【００２２】
　（ｉｉ）が脂肪族二級ジアミンと脂肪族一級ジアミンである場合には、本発明で好まし
い鎖延長剤組成物は、脂肪族二級ジアミンの一つがＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－
２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサンであるものである。
【００２３】
下位成分（ｄ）
　脂肪族ジイミン（ジイミンはジケチミンとも呼ばれる）は成分（ｉｉ）の下位成分（ｄ
）である。一級ジアミンからジイミンを形成するための方法は、共有された同時係続中の
２００６年３月２７日出願の米国特許出願番号１１／３９０，７７７および２００５年１
２月３０日出願のＰＣＴ出願番号ＰＣＴ／ＵＳ２００５／４７６９６で提供されている。
ジイミンの製造方法の他の開示は、ＷＯ９７／０１５２９と、米国特許第４，８５５，５
００号および米国特許第４，５３６，５１８号を含む。
【００２４】
　この脂肪族ジイミンのヒドロカルビル部分は、環状、分岐鎖、もしくは直鎖のヒドロカ
ルビル基であることができ、こで「ヒドロカルビル部分」はイミノ基が結合されている部
分を指す。好ましくは、この脂肪族ジイミンは約６から４０個の炭素原子を有し；好まし
くは、この脂肪族ジイミンは約１０から約３０の炭素原子を有する。この脂肪族ジイミン
のイミノ基のヒドロカルビリデン基は、一般に、１から約２０個の炭素原子を有し；この
ヒドロカルビリデン基は直鎖、分岐鎖、もしくは環状であり得る。好ましくは、このイミ
ノヒドロカルビリデン基は、３から約６個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐鎖のアル
キリデン基である。好適なイミノヒドロカルビリデン基の例は、エチリデン、プロピリデ
ン、イソプロピリデン、１－シクロプロピルエチリデン、ｎ－ブチリデン、ｓｅｃ－ブチ
リデン、シクロブチリデン、２－エチルブチリデン、３，３－ジメチル－２－ブチリデン
、３－ペンチリデン、３－ペンテン－２－イリデン、シクロペンチリデン、２、５－ジメ
チルシクロペンチリデン、２－シクロペンテニリデン、ヘキシリデン、メチルシクロヘキ
シリデン、メチリデン、イオニリデン、ホリリデン、イソホリリデン、ヘプチリデン、２
，６－ジメチル－３－ヘプチリデン、シクロオクチリデン、５－ノニリデン、デシリデン
、および１０－ウンデセニリデンを含む。
【００２５】
　本発明で使用可能な脂肪族ジイミンは、限定ではないが、Ｎ，Ｎ'－ジイソプロピリデ
ン－エチレンジアミン、Ｎ，Ｎ'－ジ－ｓｅｃ－ブチリデン－１，２－ジアミノプロパン
、Ｎ，Ｎ'－ジ（２－ブテニリデン）－１，３－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ'－ジ（１－シ
クロプロピルエチリデン）－１，５－ジアミノペンタン、Ｎ，Ｎ'－ジ（３，３－ジメチ
ル－２－ブチリデン）－１，５－ジアミノ－２－メチルペンタン、Ｎ，Ｎ'－ジ－ｓｅｃ
－ブチリデン－１，６－ジアミノヘキサン、Ｎ，Ｎ'－ジ（３－ペンチリデン）－２，５
－ジメチル－２，５－ヘキサンジアミン、Ｎ，Ｎ'－ジ（４－ヘキシリデン）－１，２－
ジアミノシクロヘキサン、Ｎ，Ｎ'－ジシクロヘキシリデン－１，３－ジアミノシクロヘ
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キサン、Ｎ，Ｎ'－ジ（１－シクロブチルエチリデン）－１，４－ジアミノシクロヘキサ
ン、Ｎ，Ｎ'－ジ（２，４－ジメチル－３－ペンチリデン）－１，３－シクロヘキサンビ
ス（メチルアミン）、Ｎ，Ｎ'－ジ（１－ペンテン－３－イリデン）－１，４－シクロヘ
キサンビス（メチルアミン）、Ｎ，Ｎ'－ジイソプロピリデン－１，７－ジアミノヘプタ
ン、Ｎ，Ｎ'－ジ－ｓｅｃ－ブチリデン－１，８－ジアミノオクタン、Ｎ，Ｎ'－ジ（２－
ペンチリデン）－１，１０－ジアミノデカン、Ｎ，Ｎ'－ジ（３－ヘキシリデン）－１，
１２－ジアミノドデカン、Ｎ，Ｎ'－ジ（３－メチル－２－シクロヘキセニリデン）－１
，２－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ'－ジ（２、５－ジメチルシクロペンチリデン）－１，
４－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ'－ジ（イソホリリデン）－１，５－ジアミノペンタン、Ｎ
，Ｎ'－ジ（メンチリデン）－２，５－ジメチル－２，５－ヘキサンジアミン、Ｎ，Ｎ'－
ジ（ウンデシリデン）－１，２－ジアミノシクロヘキサン、Ｎ，Ｎ'－ジ－２－（４－メ
チルペンチリデン）－イソホロンジアミン、およびＮ，Ｎ'－ジ（５－ノニリデン）－イ
ソホロンジアミンを含む。
【００２６】
本発明の方法
　本発明の方法においては、ポリウレタン、ポリウレアまたはポリウレア・ウレタンであ
るポリマーは、本発明の少なくとも１つ脂肪族ポリイソシアネート、少なくとも１つポリ
オールおよび／または少なくとも１つポリエーテルアミン、および鎖延長剤組成物を一緒
に混合することにより製造される。当業界でよく知られているように、ポリウレタン、ポ
リウレアまたはポリウレタン－ウレアを製造する場合、１つ以上の難燃剤、熱安定剤、お
よび／または界面活性剤などの他の成分も含まれ得る。本発明のいくつかの方法において
は、ポリオールまたはポリエーテルアミン、鎖延長剤組成物と、使用される場合には、随
意の成分が一緒にブレンドされて、第１の混合物を混合し、続いてこの第１の混合物をイ
ソシアネートとブレンドして、第２の混合物を形成し；この第２の混合物をキュアする。
本発明の他の方法においては、イソシアネートとポリオールまたはポリエーテルアミンが
一緒にブレンドされて、プレポリマーを形成し、次にプレポリマーが鎖延長剤組成物と一
緒に混合されて、所望のポリマーを形成する。本発明の更に他の方法においては、イソシ
アネートがポリオールまたはポリエーテルアミンと混合されて、擬プレポリマーを形成し
；ポリオールまたはポリエーテルアミンが鎖延長剤組成物と一緒に混合されて、混合物を
形成し；次に混合物が擬プレポリマーと混合されて、所望のポリマーを形成する。このよ
うに、鎖延長剤組成物は、脂肪族ポリイソシアネートおよび少なくとも１つポリオールお
よび／または少なくとも１つポリエーテルアミンと反応されるか、もしくはイソシアネー
トのプレポリマーまたは擬プレポリマーおよびポリオールまたはポリエーテルアミンと反
応される。本発明の実施においては、擬プレポリマーの使用がポリウレアを製造する好ま
しい方法である。
【００２７】
　この脂肪族ポリイソシアネートは、少なくとも２個のイソシアネート基を有する有機ポ
リイソシアネートである。一般に、このイソシアネートは少なくとも約０．１重量％の遊
離ＮＣＯ含量を有する。本発明の実施で使用可能な脂肪族ポリイソシアネートは、イソホ
ロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）、シクロヘキシレンジイソシアネート、４，４'－メ
チレンジシクロヘキシルジイソシアネート（Ｈ１２ＭＤＩ）；テトラメチルキシリルジイ
ソシアネートを含む混合アラルキルジイソシアネート；および１，４－テトラメチレンジ
イソシアネート、１，５－ペンタメチレンジイソシアネート、１，６－ヘキサメチレンジ
イソシアネート（ＨＭＤＩ）、１，７－ヘプタメチレンジイソシアネート、２，２，４－
および２，４，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、１，１０－デカメチレ
ンジイソシアネート、および２－メチル－１，５－ペンタメチレンジイソシアネートを含
んだポリメチレンイソシアネートを含む。好ましい脂肪族ポリイソシアネートはイソホロ
ンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）である。使用可能なイソシアネートの例は、例えば米国
特許第４，５９５，７４２号でも教示されている。
【００２８】
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　ポリウレタン、ポリウレア、およびポリウレア・ウレタンの製造で通常使用される、イ
ソシアネート反応性のポリオールおよびポリエーテルアミン（時々アミン末端ポリオール
と呼ばれる）は、分子量で約６０から６，０００超の範囲にある。このポリオールは、二
価、三価、もしくは多価のポリオールであることができるが、通常二価である。好適なポ
リオールの例は、ポリ（エチレンオキシ）グリコール、ジプロピレングリコール、ポリ（
プロピレンオキシ）グリコール、ジブチレングリコール、ポリ（ブチレンオキシ）グリコ
ール、および普通ポリカプロラクトンとして知られるカプロラクトンからのポリマー型グ
リコールを含む。ポリウレタン、ポリウレア、およびポリウレア・ウレタンの製造に使用
されるポリエーテルアミンは、ポリオールと、続いてアミンとアルキレンオキシドとの反
応生成物であるアミンキャップされたポリオール、およびアミンキャップされたヒドロキ
シル含有ポリエステルである。ポリエーテルアミンは、通常、約２００から約６０００の
分子量を有する。Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（登録商標）として知られるいくつかの市販のポリ
エーテルアミンは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能
であり、約５０００分子量のポリプロピレンオキシドトリアミンのＪｅｆｆａｍｉｎｅＴ
－５０００、約３０００分子量のポリプロピレンオキシドトリアミンのＸＴＪ－５０９、
約４０００分子量のポリプロピレンオキシドジアミンのＸＴＪ－５１０、および約２００
０の分子量のポリプロピレンオキシドジアミンのＪｅｆｆａｍｉｎｅ（登録商標）Ｄ－２
０００を含む。Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（登録商標）Ｔ－５０００とＪｅｆｆａｍｉｎｅ（登
録商標）Ｄ－２０００が本発明の実施で好ましいポリエーテルアミンである。
【００２９】
　本発明の好ましい方法においては、鎖延長剤組成物の成分（ｉ）は、Ｎ，Ｎ'－ジ－（
３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサンである。本発明のもう一つ
の好ましい方法においては、鎖延長剤組成物の成分（ｉ）はイソホロンジアミンである。
【００３０】
本発明により形成されるポリマー
　本発明により形成されるポリマーは、ポリウレタン、ポリウレア、およびポリウレア・
ウレタン（時々ポリウレア－ポリウレタンと呼ばれる）である。ゲル化時間（キュア速度
）が異なるために、これらのポリマーは異なる用途で使用可能である。本発明の鎖延長剤
組成物により製造されるポリウレタン、ポリウレア、およびポリウレア・ウレタンは、更
に望ましいゲル化時間を有し、最低限でもポリマーの物理的性質は本発明の鎖延長剤組成
物を使用することにより悪影響を受けない。事実、本発明の鎖延長剤組成物から製造され
る場合、個別の鎖延長剤により製造されるポリマーと比較して剛直なポリマーが得られる
。
【００３１】
　本発明により形成される好ましいポリマーは、成分（ｉ）が脂肪族二級ジアミンＮ，Ｎ
'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサンである本発明の
鎖延長剤組成物から形成されるか、もしくは成分（ｉｉ）がイソホロンジアミンである鎖
延長剤組成物から形成される。
【００３２】
　本発明により形成されるもう一つの好ましいポリマーは、イソホロンジイソシアネート
、少なくとも１つポリエーテルアミン、および成分（ｉ）がジアミンのヒドロカルビル部
分が直鎖であり、および／または直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であるアミノヒドロカ
ルビル基を有する脂肪族二級ジアミンであり、および／または約１０から約３０個の炭素
原子を有する脂肪族二級ジアミンであり、ならびに成分（ｉｉ）が単一環および／または
アミノ基の一つが環に直接に結合している脂環式一級ジアミンである鎖延長剤組成物から
形成される。
【実施例】
【００３３】
　次の実施例は例示の目的で提示され、本発明の範囲に制約を課するようには意図されて
いない。
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【００３４】
　次の実施例においては、イソシアネートはイソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）で
あった。Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（登録商標）Ｄ－２０００（ポリエーテルアミン、Ｈｕｎｔ
ｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）をポリウレアの製造に使用した。脂肪族二級ジアミンは、
Ｎ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサンであった
。空気圧分注ガン（ＤＰ－４００－８５－１、Ｍｉｘｐａｃ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ＡＧ，Ｓ
ｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ）をスタチックミキサーと一緒に使用した。スタチックミキサーは
、３０個の要素と０．３７インチの内径を持つプラスチック製スパイラルベルミキサー（
ＥＡ３７０－３０、Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ）または４８個の要素と０
．２５インチの内径を持つプラスチック製ベルミキサー（Ｓｔａｔｏｍｉｘ（登録商標）
ＭＳ０６－４８）であった。
【００３５】
実施例１
　イソシアネート、脂肪族二級ジアミンのＪｅｆｆａｍｉｎｅ（登録商標）Ｄ－２０００
、および脂環式一級ジアミンを含有するポリウレア配合物を作製した。イソシアネートを
Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（登録商標）Ｄ－２０００の一部と一緒に混合して、擬プレポリマー
を形成した。Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（登録商標）Ｄ－２０００の残りを鎖延長剤とブレンド
して、混合物を形成した。次に、この混合物を空気圧混合ガンの一方の小室に添加し；擬
プレポリマーを他の小室に添加した。スタチックミキサーから鋼板上に押し出することに
より、この混合物と擬プレポリマーを混合し（反応させ）、室温でキュアした。比較の目
的で１つのポリウレアを脂環式一級ジアミン無しで作製した。相互に対する鎖延長剤の量
（重量での）を表１に掲げる。キュアしたポリマーを試験にかけた。ポリウレアの性質を
表１に要約する。
【００３６】
【表１】

【００３７】
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　この明細書またはこのクレーム中のどこであれ化学名により呼称される反応物質と成分
は、単数あるいは複数で呼称されようとも、化学名または化学型（例えば、もう一つの成
分、溶剤など）により呼称される別の物質との接触前に存在する通りに識別されることを
理解するべきである。このような変化、変形および／または反応は、特定の反応物および
／または成分を本開示にしたがって要求される条件下で合体することの自然の結果である
ので、生成する混合物または溶液または反応媒体中でどのような化学変化、変形および／
または反応が起こっても問題でない。このように、反応物と成分は、所望の化学的操作ま
たは反応の実施と関連して、もしくは所望の操作または反応の実施において使用される混
合物の形成において一緒にされる成分として識別される。また、態様は、物質、成分およ
び／または成分を現在形（「含んでなる」、「である」、など）で呼称することもあるが
、物質、成分および／または成分は、この開示による１つ以上の他の物質、成分および／
または成分と最初に接触、ブレンドまたは混合した直前の時点で存在した通りに参照され
る。
【００３８】
　また、態様は、物質を現在形（「含んでなる」、「である」、など）で呼称することも
あるが、この物質は、この開示による１つ以上の他の物質と最初に接触、ブレンドまたは
混合した直前の時点で存在した通りに参照される。
【００３９】
　特記しない限り、単数の冠詞は、この明細書中で使用される場合、特許請求の範囲をこ
の冠詞が参照する単一の要素に限定すると意図されているものでなく、そして限定的であ
ると考えられるべきでない。むしろ、特記しない限り、単数の冠詞は、この明細書中で使
用される場合には、１つ以上のこのような要素を網羅すると意図される。
【００４０】
　本発明は、この実施においてかなりの変形を受ける。
【手続補正書】
【提出日】平成21年10月19日(2009.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ｉ）アミノ基がアミノヒドロカルビル基であるヒドロカルビル脂肪族二級ジアミンと、
（ｉｉ）（ａ）脂環式一級ジアミン；
（ｂ）アミノ基がアミノヒドロカルビル基であるヒドロカルビル脂肪族二級ジアミン；
（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；
（ｄ）脂肪族ジイミン；および
（ｅ）（ａ）から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
からなる群から選択される成分
を含んでなり、
但し（ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである鎖延長
剤組成物。
【請求項２】
　（ｉ）が
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
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　前記脂肪族二級ジアミンがＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６
－ジアミノヘキサンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　（ｉｉ）が
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する脂環式一級ジアミンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記脂環式一級ジアミンがイソホロンジアミンである、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　（ｉ）がＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサ
ンであり、ならびに（ｉｉ）がイソホロンジアミンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　（ｉｉ）が脂肪族二級ジアミンであり、ならびに前記脂肪族二級ジアミンの少なくとも
１つが
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　（ｉｉ）が脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミンである、請求項１に記載の組
成物。
【請求項９】
　前記脂肪族二級ジアミンの少なくとも１つが
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記脂肪族一級ジアミンが
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
脂肪族一級ジアミンは約６から約２０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する非環状脂肪族一級ジアミンである、請求項８に記載の組
成物。
【請求項１１】
　前記脂肪族一級ジアミンが
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する脂環式一級ジアミンである、請求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
　（ｉｉ）が脂肪族ジイミンであり、ならびに前記脂肪族ジイミンのイミノヒドロカルビ
リデン基が
分岐鎖アルキリデン基であること；
３から約６個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　（Ａ）少なくとも１つの脂肪族ポリイソシアネート、（Ｂ）少なくとも１つのポリオー
ルおよび／または少なくとも１つポリエーテルアミン、および（Ｃ）
（ｉ）アミノ基がアミノヒドロカルビル基であるヒドロカルビル脂肪族二級ジアミン；
（ｉｉ）（ａ）脂環式一級ジアミン；
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（ｂ）アミノ基がアミノヒドロカルビル基であるヒドロカルビル脂肪族二級ジアミン；
（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；
（ｄ）脂肪族ジイミン；および
（ｅ）（ａ）から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
からなる群から選択される成分
を含んでなり、
但し（ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである、鎖延
長剤を一緒に混合することを含んでなる、ポリマーを製造する方法。
【請求項１４】
　前記ポリイソシアネートがイソホロンジイソシアネートであり、ならびに／もしくは（
Ｂ）が少なくとも１つのポリエーテルアミンである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　（ｉ）がＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサ
ンであり、ならびに（ｉｉ）がイソホロンジアミンである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　（ｉ）が
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有し、ならびに／もしくは（ｉｉ）が
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する
脂環式一級ジアミンである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ポリイソシアネートがイソホロンジイソシアネートであり、ならびに（Ｂ）が少な
くとも１つのポリエーテルアミンである、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　擬プレポリマーが工程時に形成されるか、もしくはプレポリマーが工程時に形成される
、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　（Ａ）少なくとも１つ脂肪族ポリイソシアネート、（Ｂ）少なくとも１つポリオールお
よび／または少なくとも１つポリエーテルアミン、および（Ｃ）
（ｉ）アミノ基がアミノヒドロカルビル基であるヒドロカルビル脂肪族二級ジアミン；
（ｉｉ）（ａ）脂環式一級ジアミン；
（ｂ）アミノ基がアミノヒドロカルビル基であるヒドロカルビル脂肪族二級ジアミン；
（ｃ）脂肪族二級ジアミンおよび脂肪族一級ジアミン；
（ｄ）脂肪族ジイミン；および
（ｅ）（ａ）から（ｄ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
からなる群から選択される成分
からなり、
但し（ｉｉ）が（ａ）である場合には、（ｉ）は非環状脂肪族二級ジアミンである、鎖延
長剤を含んでなる成分から形成されるポリマー。
【請求項２０】
　前記ポリイソシアネートがイソホロンジイソシアネートであり、ならびに／もしくは（
Ｂ）が少なくとも１つのポリエーテルアミンである、請求項１９に記載のポリマー。
【請求項２１】
　（ｉ）がＮ，Ｎ'－ジ－（３，３－ジメチル－２－ブチル）－１，６－ジアミノヘキサ
ンであり、ならびに（ｉｉ）がイソホロンジアミンである、請求項１９に記載のポリマー
。
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【請求項２２】
　（ｉ）が
ジアミンのヒドロカルビル部分は直鎖であること；
アミノヒドロカルビル基は直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基であること；
脂肪族二級ジアミンは約１０から約３０個の炭素原子を有すること
の特徴の少なくとも１つを有し、ならびに／もしくは（ｉｉ）が
脂環式基は単一環を有すること；
アミノ基の少なくとも１つは環に直接に結合していること
の特徴の少なくとも１つを有する脂環式一級ジアミンである、請求項１９に記載のポリマ
ー。
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